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 【背景】 






















パワーは股関節屈曲筋の求心性収縮によるエネルギー産生 (H3) のみが PAD 患者では低下していた．足関節
底屈モーメント，足関節底屈筋の求心性収縮によるエネルギー産生 (A2) は両群間で有意差を認めなかった．




よるエネルギー吸収 (K1) が PAD患者の歩行速度に関連のある項目として抽出された．  
 
【結論】 
快適歩行と速歩の両条件において，PAD 患者の時間距離因子は低下している．PAD 患者は，股関節屈曲筋
の関節モーメントやパワーが低下し，H3は歩行速度への関与が大きかった．PAD の運動療法は，これまで足
関節底屈筋に対するトレーニングが中心であったが，股関節屈曲筋に対するトレーニングが PAD 患者の歩行
機能向上へ繋がる可能性がある． 
 
